
分
断
・
対
立
・
紛
争…

が
拡
大
し

ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
凄

惨
な
ま
で
の
悲
劇
は
「
他
人
事
」

で
な
く
な
る
こ
と
に
思
い
を
い
た

し
て
下
さ
い
。

　
比
例
の
「
吉
川
さ
お
り
」
と
選

挙
区
の
「
広
田
一
」
の
支
援
の
輪

拡
大
は
、
よ
り
ま
し
な
世
の
中
を

築
く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
ど
う

か
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
会
長
　
弘
田
和
幸
〉

　
ト
ラ
ン
プ
の
再
登
場
で
世
界
の

秩
序
と
安
定
が
大
き
く
揺
ら
い
で

い
ま
す
。「
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

安
全
保
障
」
を
巡
っ
て
こ
れ
ま
で

以
上
の
混
乱
が
想
定
さ
れ
る
し
、

す
で
に
そ
の
渦
中
に
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
中
、
今
夏
に
公
示
予
定

の
第
二
十
七
回
参
院
選
挙
は
「
日

本
の
進
路
選
択
」
が
問
わ
れ
る
選

挙
と
言
っ
て
過
言
で
な
く
大
変
重

要
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
の
関
心
は
い
ま
ひ

と
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
だ
け

で
な
く
、
政
党
界
隈
は
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
合
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。
物
価
高
や
貧
富
の
格
差
に
苦

し
み
「
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
」

と
の
働
く
人
々
の
気
持
ち
は
十
分

以
上
に
理
解
し
ま
す
が
、
選
択
肢

を
誤
る
と「
今
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
」

組
合
員
・

家
族
が

参
加
し

て
香
南

市
の
物

部
川
河

川
敷
で

盛
大
に

開
催
さ

れ
た
。

　
地
区

大
会
は

岡
松
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
①
池
澤
連
合
会
長
②
広
田
一

参
議
院
議
員
③
武
内
立
憲
代
表
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
か
ら
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
。
来
賓
か
ら
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦
争

の
悲
惨
さ
に
触
れ
平
和
の
願
い
と

安
心
社
会
の
確
立
と
今
夏
の
参
議

院
選
挙
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
決

　
四
月
十
九
日（
土
）午
前
十
時
か

ら
晴
天
の
下
、
第
十
四
回
メ
ー
デ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
大
塚
兆

幸
議
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
、
連
合
高

知 

池
澤
研
吉
会
長
、
立
憲
民
主

党
高
知
県
連
合 

武
内
則
男
代
表
、

今
年
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参

議
院
議
員
選
挙
に
再
選
を
目
指
す 

広
田
一
議
員
な
ど
、
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
確
認
・
メ
ー

デ
ー
宣
言
と
続
き
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
大
塚
議
長
の
音
頭
で
行
い
、

四
月
に

し
て
は

大
変
暑

い
一
日

と
な
り

ま
し
た

が
、
約

三
五
〇

名
の
参

加
の
も

と
式
典

を
終
え

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
二
・
五
俵
の
お
も
ち

投
げ
、
及
び
四
国
労
働
金
庫
中
村

支
店
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

中
村
支
所
、
西
地
協
か
ら
の
商
品

三
十
二
点
を
く
じ
引
き
で
行
っ
た

大
抽
選
会
な
ど
、
賑
や
か
に
盛
大

な
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を

行
い
、
子
ど
も
連
れ
の
若
い
組
合

員
の
参
加
も
多
く
み
ら
れ
、
現
役

及
び
労
組
OB
と
の
交
流
の
場
に
も

な
り
ま
し
た
。（
記
事
は
、
連
合

高
知
西
地
協
事
務
局
長
金
子
伸

様
提
供
）

　
四
月
二
十
日（
日
）メ
ー
デ
ー
東

部
地
区
大
会
が
多
く
の
退
職
者
・

意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
次
代
に

つ
な
ぐ
平
和
の
願
い
！
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
支
え
合
う
安
心
社
会
と

確
か
な
み
ら
い
を
！
」
を
全
会
一

致
で
採
決
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
お
楽
し
み
抽
選
会
と
子
供
向
け

餅
投
げ
、
大
人
向
け
餅
投
げ
を
楽

し
み
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
情

報
労
連
参
加
者
も
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
「
吉
川
さ
お
り
」
組
織
内
候

補
の
必
勝
を
誓
い
つ
つ
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。〈
幹
事
　
三
宮
正
博
〉

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
二
十
九

日
、
高
知
市
の
城
西
公
園
で
連
合

高
知
主
催
の
第
九
十
六
回
メ
ー
デ
ー

高
知
県
中
央
大
会
が
開
か
れ
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
か
ら
も
多

く
の
会
員
・
役
員
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
連
合
高
知

池
澤
会
長
は
、
①
今
年
は
戦
後
八

〇
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
の
廃
絶

を
訴
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
②
春
闘
の
中
間
総
括
な
ら
び

に
中
小

組
合
へ

の
賃
上

げ
効
果

の
波
及

が
非
常

に
重
要
、

③
国
民

負
担
の

増
加
に

有
効
施

策
を
打

ち
出
せ

な
い
石
破
内
閣
へ
の
批
判
お
よ
び

夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る

推
薦
候
補
の
勝
利
に
よ
る
、
真
に

国
民
に
寄
り
添
っ
た
政
治
改
革
の

実
現
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
そ
の
参
院
選
に
立
候
補
予
定
の

広
田
一
参
議
院
議
員
は
、
政
策
実

現
の
た
め
に
全
力
で
戦
い
抜
く
決

意
を
力
強
く
表
明
し
、
立
憲
民
主

党
武
内
則
男
県
連
代
表
（
当
時
）

お
よ
び
国
民
民
主
党
前
田
強
県
連

副
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
広
田
一
氏
支

援
を
訴
え
た
。

　
メ
ー
デ
ー
宣
言
採
択
後
、
参
加

者
は
電
車
通
り
を
中
央
公
園
ま
で

デ
モ
行
進
し
、
成
功
裏
に
メ
ー
デ
ー

中
央
大
会
を
終
え
た
。

〈
事
務
局
次
長
　
田
岡
　
章
〉

は
じ
め

は
じ
め

は
じ
め

は
じ
め

は
じ
め

参議院選挙  豆知識
投票の種類に
ついて

❶ 

比
例
代
表
選
挙

　
政
党
・
政
治
団
体
の
名
前
か
候
補
者
の

個
人
名
、い
ず
れ
か
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　
原
則
的
に
は
、
個
人
名
票
が
多
い
順
に

当
選
が
決
ま
り
ま
す
。

❷ 

選
挙
区
選
挙
（
徳
島
・
高
知
選
挙
区
）

　
候
補
者
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

❸ 

期
日
前
投
票

　
原
則
と
し
て
公
示
の
翌
日
か
ら
投
票
日

前
日
ま
で
に
投
票
し
ま
す
。

変わらぬ原点、
　　　立ち向かう志。

吉
川
さ
お
り

よ
し

か
わ

連
合
高
知
西
地
協
メ
ー
デ
ー
集
会

暑
い
! !

で
も
餅
投
げ・ク
ジ
引
き・

Ｂ
Ｂ
Ｑ
と
楽
し
み
満
載

多
く
の
参
加
者

お
楽
し
み
抽
選
会
・

餅
投
げ
に
大
歓
声

東
部
地
区
メ
ー
デ
ー

雨
天
大
会
か
ら
脱
出
　

退
職
者
も
中
央
公
園
ま
で

元
気
に
デ
モ
行
進

メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
大
会

日
本
の
明
日
が
問
わ
れ
る

快
晴
の
な
か
三
地
区
で

快
晴
の
な
か
三
地
区
で

メ
ー
デ
ー
開
催

メ
ー
デ
ー
開
催

通信通信
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先
生
も
こ
れ
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
年
で
は
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
目
標
は
九

十
三
歳
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

芸
西
村

　和
食

　郁
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

◎
妻
と
一
緒
に
畠
の
草
刈
り
や
草

　
引
き
を
し
て
家
庭
菜
園
を
し
て

　
い
ま
す
。

◎
週
に
一
回
二
時
間
程
度
若
者
と

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い
ま
す
。

◎
夕
方
は
孫（
二
人
）の
所
に
行
っ

　
て
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い

　
ま
す
。（
小
学
校
一
年
生
（
女
）

　
と
一
歳
（
男
））

佐
川
町

　和
田

　富
夫

　
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

高
知
市

　矢
野

　光
洋

・―
・―
・―

・―

・―

・―

・―

・

　
身
体
は
特
に
悪
い
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
弱
っ
て
き
て
い
ま

す
。
週
末
は
直
販
市
出
荷
の
お
菓

子
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

香
南
市

　山
岡

　和
三

・―

・―

・―

・―

・―

・―
・―
・

　
順
調
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
せ
め
て
頭
だ
け
は
ゆ
る
や
か

に
進
ん
で
ほ
し
い
と
週
二
回
の
お

茶
会
を
近
所
の
人
達
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
い
の
町

　山
﨑

　禎
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
南
市

　山
﨑
須
美
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
元
気
で
す
。

高
知
市

　山
中

　和
夫

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い

ま
す
。
　

南
国
市

　山
本

　俊
彦

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
間

も
な
く
九
十
歳
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
腰
痛
を
除
く
と
ど
こ

も
悪
く
は
な
さ
そ
う
で
す
。
耳
が

遠
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
病
院
の

　
猛
暑
の
こ
の
夏
、
日
々
草
刈
機

に
て
草
刈
り
作
業
。
疲
れ
た…

。

中
土
佐
町

　谷

　正
旗

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
七
十
歳
の
手
習
い
。
楽
器
の
教

室
に
通
っ
て
お
り
ま
す
。

須
崎
市

　谷

　保
三

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
二
年
前
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

入
れ
ま
し
た
。
以
来
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
で
自
転
車
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
週

一
で
管
理
し
て
貰
い
な
が
ら
続
け

て
い
ま
す
。
米
寿
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
一
人
暮
ら
し
で
す
が
一
応

元
気
で
自
立
生
活
し
て
お
り
、
趣

味
の
童
謡
サ
ー
ク
ル
や
英
会
話
も

皆
と
楽
し
め
て
い
て
幸
せ
で
す
。

高
知
市

　谷
村

　泰
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
や
っ
と
涼
し
く
な
り
少
し
元
気

に
な
り
ま
し
た
。

高
知
市

　田
村
芙
紗
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
何
時
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
役
員
の
方
々
お
世
話
を
か
け

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
週
三
回

ぐ
ら
い
カ
ー
ブ
ス
へ
行
っ
て
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

津
野
町

　次
田

　武
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
い
ま
だ
に
現
役
で
す
。
四
国
・

中
国（
岡
山
・
島
根
・
山
口
）を
走
っ

て
い
ま
す
。
あ
と
二
年
頑
張
り
ま

す
! !
　
　

 

高
知
市

　筒
井

　国
弘

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
と
り
あ
え
ず
生
き
て
い
ま
す
と

い
う
葉
書
。日

高
村

　筒
井

　寿
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
元
気
で
す
。
雑
用
（
庭
木
の
剪

定
、
除
草
等
）
を
し
て
い
ま
す
。 

須
崎
市

　土
居

　修
吾

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
元
気
で
す
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

高
知
市

　徳
能

　行
成

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
懐
か
し
い
お
名
前
を
紙
面
で
目

に
し
た
時
、お
元
気
に
さ
れ
て
い
る

と
嬉
し
く
な
り
元
気
を
頂
き
ま
す
。

高
知
市

　長
﨑

　陽
二

　
カ
ラ
オ
ケ
、
囲
碁
等
楽
し
み
な

が
ら
余
生
を
お
く
っ
て
お
り
ま

す
。
　

　高
知
市

　中
西

　正
弘

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　「
年
齢
相
応
」人
並
み
に
病
院
通

い
が
増
え
ま
し
た
。
普
通
に
元
気

で
す
。
　
高
知
市

　長
野
美
紀
夫

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
人
生
八
十
年
。
よ
く
こ
こ
ま
で

と
感
謝
の
気
持
を
大
切
に
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
の
町

　西
岡

　武
司

・―
・―
・―

・―

・―

・―

・―

・

　
な
ん
と
か
元
気
に
し
て
お
り
ま

す
。
　

　南
国
市

　西
田

　正
一

・―

・―

・―
・―
・―

・―

・―

・

　
お
か
げ
様
で
百
歳
体
操
し
な
が

ら
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

高
知
市

　西
森

　節
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―
・―
・

　
細
く
長
〜
く
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
第
三
野
球
部
、
た
ま
に
山

（
岳
）」
下
手
の
横
好
き
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。香

美
市

　野
口

　一
徳

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
総
会
に
出
席
で
き
な
く
て
す
み

ま
せ
ん
。脊
柱
管
狭
窄
症
で
す
が
、

婦
人
会
、女
性
部
老
人
ク
ラ
ブ
、

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
毎
日
忙
し
く

老
体
に
む
ち
打
っ
て
動
い
て
ま

す
。仲
間
と
楽
し
く
や
っ
て
ま
す
。

須
崎
市

　橋
田
佐
世
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
病
気
と
付
き
合
い
な
が
ら
、
の

ん
び
り
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。
　

四
万
十
市

　原

　佐
知
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
ま
あ
ま
あ
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

四
万
十
市

　東

　章
仁

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
高
知
市
町
内
会
連
合
会
幹
事
会

と
ダ
ブ
リ
の
た
め
不
参
加
。
次
回

は
出
席
し
ま
す
。

高
知
市

　久
永

　廣

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
宝
塚
で
孫
の
お
抱
え
運
転
手
と

し
て
習
い
事
の
送
迎
を
週
に
三
回

位
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前
中

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

宝
塚
市

　広
瀬

　昌
功

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

四
万
十
市

　前
田

　喜
一

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

香
美
市

　前
田

　三
興

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
特
に
変
わ
り
な
く
や
っ
て
い
ま

す
。
　
　
高
知
市

　前
田

　義
弘

　
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
趣
味
の
仲
間

や
週
一
回
食
事
に
来
て
く
れ
る
ひ

孫
三
人
に
元
気
を
も
ら
っ
て
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。
街
路
樹
通
り

の
我
家
、
朝
夕
の
道
路
掃
除
が
体

力
勝
負
、
大
変
で
す
。

高
知
市

　間
﨑
登
美
恵

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
今
年
の
暑
さ
に
負
け
ま
し
た
。

体
調
不
良
の
八
十
二
歳…

香
美
市

　町

　法
太
朗

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
都
合
に
よ
り
欠
席
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

香
美
市

　松
岡

　俊
明

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
我
家
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
し

て
い
ま
す
。
家
族
の
送
迎
の
合
間

に
テ
ニ
ス
や
写
真
撮
影
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
高
知
市

　松
戸

　謙

・―
・―
・―

・―

・―

・―

・―

・

　
米
寿
の
お
祝
金
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
身
体
の
あ
ち
こ

ち
が
軋
ん
で
い
ま
す
が
、
一
日
一

日
を
大
切
に
生
き
切
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

高
知
市

　松
村

　郁
子

・―

・―

・―

・―

・―

・―
・―
・

　
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。

土
佐
清
水
市

　松
本

　増
男

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
高
知
市
か
ら
日
高
村
に
転
居
し

ま
し
た
。
ボ
チ
ボ
チ
陶
芸
を
始
め

ま
し
た
。（
ケ
ガ
で
中
断
し
て
い

た
）
　
　
日
高
村

　三
本

　健
助

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
陰
様
で
元
気
に
し
て
い
ま

す
。
皆
様
方
に
も
よ
ろ
し
く
お
伝

え
下
さ
い
ま
せ
。

高
知
市

　明
神

　昭
代

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
高
温
の
日
々
で
す
が
な
ん
と
か

乗
り
切
れ
そ
う
で
す
。
総
会
等
毎

年
ご
苦
労
様
。

香
南
市

　村
田

　順
一

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

い
の
町

　森

　敏

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
変
わ
り
な
く
元
気
で
す
。

高
知
市

　安
本

　豊
海

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
免
許
返
納
か
ら
二
年
。
行
動
範

囲
も
町
内
の
買
い
物
が
主
と
な
り

段
々
と
狭
ま
り
、
細
々
と
生
活
し

て
い
ま
す
。佐

川
町

　柳
瀬

　忠
勝

　
結
果
は
、
昨
年
団
体
戦
三
位
入

賞
の
実
績
で
期
待
さ
れ
た
女
性

チ
ー
ム
が
本
来
の
調
子
を
出
せ
ず
、

四
チ
ー
ム
と
も
上
位
入
賞
を
逃
し

た
。か
ろ
う
じ
て
個
人
飛
び
賞（
十

位
）を
藤
原
俊
彦
会
員
が
獲
得
。

　
反
省
会
で
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

話
題
は
「
少
し
練
習
し
よ
う
ね
」

と
そ
こ
そ
こ
に
、お
互
い
の
近
況
、

お
酒
、
お
料
理
の
話
で
盛
り
上
が

り
「
一
人
で
も
多
く
の
方
が
集
ま

り
、
楽
し
む
こ
と
が
一
番
！
来
年

の
大
会
も
ま
た
元
気
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
! !
」
の
掛
け
声
で
散
会

し
た
。〈
常
任
幹
事
　
松
田
　
久
〉

楽
し
く
プ
レ
ー
を
行
な
っ
た
。
ス

ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が
出
る
と
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
し
な
が
ら

徐
々
に
本
気
モ
ー
ド
。

　
六
月
七
日（
土
）、高
知
県
退
職

者
連
合（
高
退
連
）主
催
の
第
三
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
高
知
市
の
ボ

ウ
ル
か
つ
ら
し
ま
で
行
な
わ
れ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知
県

支
部
協
か
ら
昨
年
第
二
回
大
会
よ

り
一
チ
ー
ム
多
い
四
チ
ー
ム
十
二

人
が
参
加
し
た
。

　
二
ゲ
ー
ム
の
合
計
ス
コ
ア
で
競

う
団
体
戦
の
出
場
者
は
、
女
性

チ
ー
ム
と
し
て
山
本
寿
子
会
員
・

曽
我
敦
子
会
員
・
織
田
久
美
子
幹

事
の
精
鋭
メ
ン
バ
ー
。
続
く
チ
ー

ム
は
北
村
彰
祥
会
員
・
関
田
啓
二

副
会
長
・
桑
原
和
尊
幹
事
、
藤
原

俊
彦
会
員
・
田
所
秀
二
幹
事
・
井

元
敏
博
会
員
、
國
弘
昭
顧
問
（
高

退
連
会
長
）・
寺
下
美
保
会
員
・

松
田
久
常
任
幹
事
の
「
し
ば
ら
く

ボ
ウ
ル
を
投
げ
て
な
い
し
」
と
ぼ

や
く
メ
ン
バ
ー
が
多
い
三
チ
ー
ム
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
、
怪
我
を
し
な

い
よ
う
に
と
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
和
や
か
に
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、

隣
り
合
っ
た
他
組
織
の
退
職
者

チ
ー
ム
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

飾らずおい
しい

　　いつも
の料理

ORE no MESHI

豚バラと
各種きのこの
キムチ炒め

1 豚バラ肉を適当にカットし、おろし
ニンニク、料理酒、塩コショウで下

味を付ける。

材料：豚バラ肉、しめじ、エリンギ、
マイタケ、しいたけ、キムチ、
刻みネギ

調味料：おろしニンニク、塩コショウ、
料理酒、ゴマ油

フライパンにゴマ油を垂
らし、豚バラ肉を炒め、

肉に火がとおったら各種
きのこを投入し、さらに
炒める。
仕上げに「キムチ」を
投入し、炒め合わせて

皿に盛り付け刻みネギを
散らせば、キムチ炒めの出来
上がり。

2 しめじ、エリンギ、マイタケ、しいたけ
は同じくらいの大きさにカットする。

（最近、スーパーマーケットには、しめじ、エリ
ンギなどはカットされて袋詰めされたもの
があり、手間がかからず非常に便利）

3

4

2025年
11月17日（月）～18日（火）の１泊２日

◆ ホテル部屋
　　 全員シングル設定としていますが、ツイン等希望する方は、申込時お伝えください。
◆ 遠隔地参加者特別割引
　 　芸西村以東及び須崎市以西の方のご参加は、１人当たり 1,000 円割引とします。
◆ 会員以外の方
　 　事務雑費および飲食費等の諸費用として一人当たり 1,000 円をご負担願います。

51,000円（予定）（朝食１回、昼食２回、夕食１回（飲物代を含む））

先着30名様（お早めにお申し込みください）
（募集人員に到達しない場合は変更等あり）

旅行日

旅　費旅　費

募集人員募集人員

◆ NTT労組退職者の会（月曜～金曜の午前10時～午後３時）
　 TEL  088－821－3800 ／ FAX 088－824－9530 ／ e-mail  taisyoku-kochi@air. ocn. ne. jp
◆ 高知電友会事務局（月曜～金曜の午後１時～４時）
　 TEL  088－804－0566 ／ FAX 088－885－2080 ／ e-mail  denyukai2＠royal.ocn.ne. jp

申込み時に、ホテルの希望部屋・乗車場所等をお申し出くださいお申し込み・お問い合わせ先

参
加
者
募
集
は
じ
め
ま
し
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知

Ｏ
Ｂ
親
睦
旅
行
の
ご
案
内

　熊野古道が世界遺産に登録され、国内はもちろんのこと、海外からも観光地としての注目度が
上がっている和歌山県。そこで今回は、古くから信仰を集めている高野山を中心に周遊し、歴史
好きなあなたも、自然のなかでリフレッシュしたいあなたも、きっと大満足の旅ができます。
　今年の高知電友会とＮＴＴ労組退職者の会との共催による親睦旅行は、徳島から和歌山へ
フェリーで渡り、ゆったりとした見どころ満載の企画で実施します。ご家族や友人を誘い合い、
是非、ご一緒に楽しい旅に出てみませんか！

海・山・川の大自然に恵まれた「和歌山の旅」、見どころ満載
和 歌 山 県 最 古 の お 寺 道 成 寺、
空海が作り上げた高野山周遊２日間

・参加の際は、健康保険証、高齢受給者証又は後期高齢者医療被保険者証および長寿手帳をご持参
　ください。 また、乗物酔いが心配な方は、念のため『酔い止め薬』をご持参ください。
・出発日間近のキャンセルはキャンセル費用がかかりますので体調管理に努めてください。
　（キャンセル料金は別途周知します。）

◆ 

そ
の
他 

◆

はりまや橋観光バスターミナル（7：40）⇒ 高知駅バスターミナル（7：50）⇒
高知 IC ⇒ 吉野川 SA ⇒ 徳島港 ⇒道成寺（縁起堂・宝仏殿 ⇒ 角長醤油資料館 ⇒ 
ホテルグランビア和歌山（17：00）
ホテル（8：00）⇒ 高野山 ⇒ 海鮮せいろ蒸し勝浦 ⇒ 和歌山港 ⇒ 徳島港 ⇒ 
吉野川 SA ⇒ 高知駅バスターミナル ⇒ はりまや橋観光バスターミナル（18：40）11/18 火

11/17 月

ロ
メ
〞、「
う
ま
い…

」
の
声
も

聞
こ
え
つ
つ
、
し
ば
し
歓
談
の
時

も
過
ぎ
次
は
忘
年
会
〜
〜
、
総
会

模
様
で
し
た
。
　

〈
幹
事
　
桑
原
和
尊
〉

向
を
含
め
、
令
和
七
年
度
議
案
に

つ
い
て
報
告
・
提
案
、
質
疑
討
論

で
議
事
進
行
。

　
そ
の
後〝
地
域
安
全
協
会
濱

田
真
史  

様
〞よ
り
、「
特
殊
詐
欺

対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
特
別

講
話
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　「
ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ
、
何
と
か

被
害
に
あ
わ
ず
に
済
ん
だ
」
と
の

発
言
も
あ
り
、
気
に
な
る
時
は

家
族
、
警
察
な
ど
へ
の
相
談
連
絡

が
重
要
、
と
の
話
に
あ
ら
た
め
て

納
得
。

　
記
念
撮
影
の
後
、
副
会
長
の
乾

杯
の
発
声
に
よ
り
、
お
待
ち
か
ね

の
懇
親
会
へ
と
会
は
進
み
、
今
年

も
漁
師
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た

〝
朝
ど
れ
ピ
チ
ピ
チ
の
新
鮮
な
ド

　　
令
和
七
年
四
月
二
十
六
日（
土
）、

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸
Ｏ
Ｂ
会
総
会
」の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
出
席
者
は
Ｏ
Ｂ
会
会
員
十
九

名
、
来
賓
三
名
、
総
会
後
の
特
別

講
師
一
名
で
十
時
か
ら
開
催
。

　
会
長
・
曽
我
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

電
友
会
会
長
川
上
次
男
様
、
退

職
者
の
会
か
ら
は
副
会
長
吉
川

都
様
、
安
芸
Ｏ
Ｂ
会
会
員
で
も

あ
る
事
務
局
長
間
嶋
祐
一
さ
ん

挨
拶
。
お
よ
び
、
ろ
う
き
ん
安
芸

支
店
長
赤
松
義
彦
様
の
挨
拶
を

受
け
た
後
、
事
務
局
よ
り
会
員
動

★
配
偶
者
死
亡
（
1
件
）

４
月
　
金
子
　
多
恵 

様

◇
火
災
共
済
（
1
件
）

３
月
　
24
万
９
，５
０
０
円

◇
生
命
共
済
（
３
件
）

３
月
　
１
０
０
万
円

４
月
　
７
０
０
万
円

◇
交
通
災
害
（
２
件
）

５
月
　
28
万
４
，０
０
０
円

氏
原
　
敏
子 

様

横
田
　
　
博 

様

岡
西
　
侯
正 

様

長
野
美
紀
夫 

様

藤
近
　
　
勉 

様

４
月
　
西
村
　
公
志 

様

鶴
和
　
修
平 

様

５
月
　
中
野
　
　
隆 

様

矢
野
　
光
洋 

様

廣
見
　
厚
子 

様

☆
古
希
（
7
件
）

３
月
　
楠
瀬
　
　
桂 

様

西
川
　
一
志 

様

土
居
　
修
吾 

様

４
月
　
小
松
　
　
稔 

様

５
月
　
松
木
　
泰
則 

様

森
本
　
　
一 

様

川
邑
　
育
夫 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
12
件
）

３
月
　
渡
辺
　
愛
子 

様

岡
田
　
幸
子 

様

４
月
　
兵
頭
　
宏
美 

様

高
砂
　
　
博 

様

宮
本
　
政
昭 

様

山
下
　
浩
子 

様

尾
崎
美
代
子 

様

森
　
　
房
江 

様

５
月
　
今
田
　
文
子 

様

高
橋
　
令
子 

様

上
田
　
　
聖 

様

加
藤
　
弘
和 

様

☆
喜
寿
（
14
件
）

３
月
　
籠
見
　
守
雄 

様

小
松
　
　
博 

様

森
　
　
雅
子 

様

松
岡
　
俊
明 

様

お
祝
い

☆
白
寿
（
1
件
）

４
月
　
村
田
　
花
子 

様

☆
金
婚
（
14
件
）

２
月
　
高
橋
　
秀
喜 

様

３
月
　
松
本
　
奉
國 

様

黒
萩
　
　
明 

様

永
野
イ
サ
コ 

様

永
野
　
文
夫 

様

横
山
　
　
隆 

様

山
縣
　
順
一 

様

山
縣
　
丈
子 

様

横
矢
　
　
享 

様

４
月
　
濱
口
　
正
名 

様

布
田
　
美
保 

様

安
本
　
豊
海 

様

５
月
　
山
本
　
俊
彦 

様

宮
岡
ひ
ろ
み 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
9
件
）

＊
２
０
２
４
年
11
月

黒
瀬
　
千
章 

様

２
０
２
５
年
２
月

田
中
　
州
子 

様

佐
竹
　
佑
智 

様

３
月
　
大
野
　
文
平 

様

岡
本
由
美
子 

様

森
岡
　
　
準 

様

弘
瀬
　
和
子 

様

５
月
　
岡
村
　
雅
夫 

様

今
井
　
　
智 

様

備えは大丈夫ですか？

電通共済生協加入促進期間が
始まります !!

０１２０－２１１－１１４
解約・減口は慎重に

2025年
7月31日木

例１

例２

火災共済だけで対応しきれない場合があります。
より安心のため、自然災害共済（ベーシック）への加入を
お勧めします。
生命共済は死亡だけではなく重度障害も補償します。
66歳から75歳の給付が多くなっています。（一度解約・
減口すると66歳以上の方は再加入できません。）

フ リ ー
ダイヤル

に相談
しましょう

❶ 各種書類の返送締切日
❷ 送られた資料をご家族で再チェック

［ 2］NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信［ 3］ NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信

第3回

こんな
具合よね

総会出欠
ハガキより

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
２
５
年
３
月
〜
２
０
２
５
年
５
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度

（
＊
２
０
２
４
年
11
月
〜
２
０
２
５
年
５
月
）

第
三
回

　高
退
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

残
念
！
女
性
チ
ー
ム
連
年
の
上
位
入
賞
逃
す
!!

地
域
だ
よ
り

地
域
だ
よ
り

ド
ロ
メ
に
舌
鼓
、特
殊

詐
欺
対
策
講
話
に
納
得

ド
ロ
メ
に
舌
鼓
、特
殊

詐
欺
対
策
講
話
に
納
得

Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸

Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸

お悔やみ
元 

高
知
退
職
者
の
会
・
会
長

　 

岡
村
雅
夫 

様
（
五
月
二
十
一
日
）、

　 

今
井
　
智 

様
（
五
月
二
十
六
日
）が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

おねがいおねがい
会員がお亡くなり
になったときは
事務局へご一報を
お願いします

８２１
  -３８００☎



ペ
ッ
ト
に
癒
さ
れ
て
ま
す

河
村

　寛

（
高
知
市
）

　退
職
し
て
二
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

　私
は
、
毎
日
ペ
ッ
ト
（
犬
二

匹
）
に
癒
さ
れ
て
の
生
活
を
満

喫
中
で
す
。
以
前
か
ら
リ
タ
イ

ア
後
は
、
豆
柴
を
飼
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る

日
の
事
、
豆
柴
が
急
に
見
た
く

な
り
軽
い
気
持
ち
で
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
へ
。

　と
こ
ろ
が
、柴
犬
で
は
く「
ポ

メ
ラ
ニ
ア
ン
」
の
見
つ
め
る
目

が
気
に
な
り
、
見
た
目
だ
け
で

即
購
入
と
い
っ
た
流
れ
に
。
ま

る
で
昔
見
た
ア
イ
〇
〇
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
と
同
じ
光
景
で
し

た
。
名
前
は
、
毎
日
楽
し
い
生

活
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

「
ル
ン
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　活
発
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

犬
種
の
よ
う
で
い
つ
も
全
力
で

飛
び
掛
か
っ
て
く
る
た
め
、

焦
ら
ず
自
然
体
で

奥
田

　仁
美

（
香
南
市
）

　こ
ん
に
ち
は
、
皆
さ
ん
元
気

で
す
か
。
退
職
し
て
一
年
二
ヶ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
ま
す
。

　毎
日
時
間
に
追
わ
れ
る
事
も

無
く
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　い
ち
ば
ん
力
が
入
る
の
が
孫

の
野
球
観
戦
。

　楽
し
か
っ
た
の
は
、
幼
い
こ
ろ

今
の
時
期
に
な
る
と
よ
く
行
っ

た
イ
タ
ド
リ
取
り
に
何
年
ぶ
り

か
に
行
き
、
わ
く
わ
く
。
大
収

穫
で
懐
か
し
さ
い
っ
ぱ
い
。

　ま
た
、
釣
り
名
人
の
孫
の
釣
っ

て
来
た
魚
を
い
っ
し
ょ
に
料
理

し
た
り
、
庭
の
季
節
の
草
花
、

小
さ
い
家
庭
菜
園
に
。

　動
物
好
き
で
可
愛
い
猫
二
匹

に
癒
さ
れ
て
平
穏
な
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

　最
近
、
温
熱
ヨ
ガ
に
は
ま
り

一
週
間
に
三
日
程
度
通
っ
て
い

ま
す
。
落
ち
着
き
の
無
い
私
で

す
が
、
心
と
身
体
が
洗
わ
れ
た

爽
快
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　ゆ
っ
た
り
と
、
焦
ら
ず
自
然

体
で
毎
日
を
過
ご
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊̶
＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

ち
ょ
っ
と
困
る
時
も
あ
り
ま
す

が
、
若
干
お
と
ぼ
け
で
甘
え
ん

坊
な
と
こ
ろ
が
可
愛
い
で
す
。

　ル
ン
と
の
生
活
に
慣
れ
た
一

年
後
に
念
願
の
豆
柴
を
新
た
に

迎
え
入
れ
ま
し
た
。
名
前
は

「
ケ
イ
」
と
い
い
ま
す
。
聞
き

分
け
が
良
く
冷
め
た
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
が
、
散
歩
が
大
好
き

で
す
。
こ
の
子
た
ち
の
散
歩
の

お
陰
で
私
に
と
っ
て
も
一
日
に

二
時
間
程
度
の
適
度
な
運
動
と

な
り
健
康
維
持
に
一
役
。

　犬
を
飼
う
こ
と
で
良
か
っ
た

事
が
運
動
以
外
に
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
挨
拶
程
度
だ
っ
た
近
所

の
人
か
ら
散
歩
中
に
声
を
掛
け

て
も
ら
い
会
話
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
毎
日
同
じ
時
間

帯
に
散
歩
す
る
こ
と
で
犬
友
も

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　ち
な
み
に
ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン
は

超
小
型
犬
だ
か
ら
か
学
生
の
間

で
ア
イ
ド
ル
的
存
在
、
豆
柴
は

中
高
年
層
に
人
気
の
よ
う
で
す
。

　ペ
ッ
ト
と
過
ご
す
癒
や
し
の

ひ
と
時
は
最
高
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
ペ
ッ
ト
と
共
に
夏
の
暑
さ

冬
の
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
朝
夕

の
散
歩
で
健
康
な
体
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー誌面で伝

える

あんなコ
ト、

こんなコ
ト…

誌面で伝
える

あんなコ
ト、

こんなコ
ト…

「大好きなイタドリ」
　私はイタドリ採りが大好きです。毎年３月末に主人の妹
と室津川上流の河原に行きます。今年は寒かったので４月
初めの雨上がりの翌日に行きました。たくさん生えてい
ました。一本折るたびにポンと爽やかな・心地よい音がし
ます。この音が私は大好きです。空洞になっている空気
の抜ける音だそうです。経験のない方は是非折ってみて
ください。　　　　　　　　　　　 〈室戸市　初田　幸〉

「 清廉潔白入局システム」
　ATMで預金を引き出そうとカードを挿入、カードをさ
して下さいとメッセージ、向きを変えても同じ。よく見ると
入局カードだった。今度は逆バージョン。入局しようと
キャッシュカード。このシステム政治屋のように金で買
収出来ないな、などと変に納得？　〈高知市　吉川忠興〉

　2022年2月24日に始まったロシアのウクライナ侵攻による戦争は

4年目に入り、北朝鮮がロシアに加勢、ウクライナ兵、ロシア兵に加え、

ウクライナの民間人が1万人以上殺害されたと報道されています。ロシアは

ウクライナで核兵器の使用を示唆しています。

　2021年1月22日、核兵器禁止条約が国際条約として発効しましたが、

唯一の被爆国日本は条約を批准していません。

　2025年3月、核兵器禁止条約第3回締約国会議が開催され、“核兵器

廃絶は単なる願望ではなく、世界の安全保障と人類の生存に不可欠”との

政治宣言が採択されました。日本からも日本原水爆被爆者団体協議会が出席し

“核兵器廃絶は世界の願い”であることをアピールをしましたが、未だ解決の

道筋はついていません。政府は1日でも早く条約を批准し、核兵器廃絶の

取り組みを強化し“全ての人が生き生きと安心して暮らせる社会” が1日でも

早く実現することを願ってやみません。　　　　　　  〈副会長　吉川　都〉

喜 哀怒 楽 第64回

核兵器のない世界を

俳
　句

高
知
市
　山
　
　姥

春
惜
し
む
身
体
は
置
い
て
旅
心

れ
ん
げ
畑
幼
子
座
る
モ
ノ
ク
ロ
画

冬
オ
セ
ロ
ノ
ー
モ
ア
核
と
老
い
立
ち
て

な
ん
か
変

短
　歌

四
万
十
町
　川
上
理
恵

す
っ
ぽ
ん
が
畑
に
卵
を
産
み
ま
し
た

里
の
弟
の
平
和
な
便
り

猪
は
必
死
の
突
進
見
せ
た
く
て

パ
ン
ク
し
ま
し
た
ゴ
ミ
収
集
車

朝
八
時
　子
ら
が
登
校
す
る
道
に

な
ん
か
変
だ
な
あ
れ
は
猿
な
り

庭
の
す
み
れ

短
　歌

黒
潮
町
　藤
近
容
子

「
出
か
け
な
い
の
か
」と
い
ぶ
か
り
吾
に
声
か
け
て

夫
は
日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
出
る

草
を
引
く
庭
の
す
み
れ
は
お
ち
こ
ち
に

春
の
日
差
し
に
応
う
る
む
ら
さ
き

う
ね
り
立
つ
林
が
向
こ
う
山
に
起
く

こ
の
窓
ガ
ラ
ス
を
揺
ら
し
し
風
か

白
き
馬
の
た
て
が
み
の
如
く
沖
辺
よ
り

N
o M
ore

今
年
ま
た
亀
来
る
浜
を
清
め
た
り

老
と
子
供
ら
仲
む
つ
ま
じ
く

俳
句・短
歌

＊
前
号
の
訂
正（
生
↓
老
）

　再
掲
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
と
と

元
小
学
校
は
海
亀
の
採
卵・孵
化・飼
育・放
流
で

有
名
で
し
た
が
浜
も
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
で
埋
ま
り
、

こ
の
三
月
で
学
校
も
閉
校
に
な
り
残
念
で
す
。

寒
い
日
佐
喜
浜
町
を
車
で
通
過
し
た
時
の
海
の

光
景
で
す
。

小
さ
き
村
に
寄
す
る
冬
濤

ふ
ゆ
な
み

短
　歌

室
戸
市
　山
本
宣
子

退職者の会　新メンバー
片河  千鶴 さん　　刈谷  雅博 さん　　栗山  晃尚 さん
須藤  　昇 さん　　中浦  清信 さん　　中村  容一 さん
藤原  俊彦 さん　　箭野  賀代 さん　　山下  周平 さん

所
感
・
雑
感

所
感
・
雑
感

会
員
投
稿
欄

会
員
投
稿
欄

ルン３歳（ポメラニアン）ケイ２歳（豆柴）

［ 4］NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信


